
提

出

者

鈴

木

宗

男

平
成
十
八
年
六
月
八
日
提
出

質
問
第
三
一
七
号
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竹
島
問
題
に
つ
い
て
の
元
駐
日
韓
国
大
使
の
論
文
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

平
成
十
八
年
六
月
五
日
付
北
海
道
新
聞
朝
刊
に
崔
相
龍
（
チ
ェ
サ
ン
ヨ
ン
）
元
駐
日
韓
国
大
使
の
「
竹
島
問
題
解
決
策
」

と
い
う
論
文
（
以
下
、
「
崔
論
文
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
崔
論
文
」
に
お
い
て
、
「
韓
国
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
の
独
島
編
入
は
日
本
が
韓
国
に
対
し
て
取
っ
た
強
圧
的
な

措
置
の
一
つ
だ
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
右
は
政
府
の
見
解
と
一
致
す
る
か
。

三

竹
島
が
島
根
県
に
編
入
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
崔
論
文
」
に
お
い
て
、
「
一
九
〇
五
年
二
月
の
島
根
県
に
よ
る
編
入
の
告
示
も
、
朝
鮮
の
外
交
・
財
政
を
監
督
す
る
い

わ
ゆ
る
顧
問
政
治
を
強
要
し
た
〇
四
年
の
『
第
一
次
日
韓
協
約
』
か
ら
、
朝
鮮
の
外
交
権
を
完
全
に
は
く
奪
し
た
〇
五
年
の

『
乙
巳
保
護
条
約
（
第
二
次
日
韓
協
約
）
』
、
そ
し
て
一
〇
年
の
『
日
韓
併
合
』
へ
と
続
く
日
本
の
韓
国
植
民
地
化
過
程
の

産
物
で
あ
っ
た
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
右
は
政
府
の
見
解
と
一
致
す
る
か
。

五

日
韓
併
合
は
当
時
の
国
際
法
規
範
に
違
反
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

六

政
府
は
、
竹
島
が
日
本
の
韓
国
植
民
地
化
過
程
の
産
物
と
し
て
日
本
領
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

七

「
崔
論
文
」
に
お
い
て
、
「
領
土
問
題
は
極
端
な
対
峙
状
況
に
な
り
や
す
く
、
戦
争
に
つ
な
が
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

一



し
か
し
、
韓
日
両
国
の
国
民
は
独
島
問
題
で
関
係
が
破
た
ん
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。
従
っ
て
、
独
島
問
題
に
対
す
る
実
現

可
能
な
最
善
の
解
決
は
、
現
状
の
平
和
的
維
持
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
政
府
は
韓
国
に
よ
り

竹
島
が
不
法
占
拠
さ
れ
た
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
が
日
本
の
国
益
に
合
致
す
る
と
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


